








































国名 初等・中等教育 高等教育 学校教育以外 学習者総計
ブラジル 3，154 (16.0%) 1，549 (7.8%) 15.041 (76.2%) 19，744 (1∞%) 
ペルー 2.287 (73.1%) 60 (1.9%) 783 (25.0%) 3.130 (1∞%) 
アルゼンチン 649 (21.8%) 227 (7.6%) 2.ω9 (70.6%) 2，975 (100%) 
パラグアイ 1.602 (59.3%) o (0.0%) 1，099 (40.7%) 2.701 (100%) 
ボリピア 314 (43.0%) o (0.0%) 417 (57.0%) 731 (l∞%) 
コロンピア o (0.0%) 202 (35.8%) 363 (64.2%) 日5(1∞%) 
チリ 15 (3.4%) お6(58.3%) 168 (38.3%) 439 (1∞%) 
ペネズエラ o (0.0%) 43 (10.1%) 384 (89.9%) 427 (1∞%) 
ウルグアイ o (0.0%) 30 (20.3%) 118 (79.7%) 148 (100%) 















































6 海外日本局教育機関調査 (2∞3年)において、これらの毘では日本時学習の包的として、 f母語、または意見
の母関(継承緒)である日本路を忘れないためJという項目は上位に診がっていない。
7 これらの固では、 1)に分類された閣とは対照的に、海外何本R語教育微附絢登 (2003年)における日本関
学習lの日的として、「継承踏である日本絡を忘れないためjの項目が上位に診がっている。注6多照。
8 このことは、ペルーがブラジJレに次いで日系人口が多いにもかかわらず、パラグアイ ・ボリビアに比べ臼




















































ブラジル 303 593 16，554 29.3% 334 775 20.612 18.6% 
ペJレー 9 42 3，729 12 95 6，310 
アルゼンチン 33 76 1，470 48.2% 22 94 1.478 22.3% 
メキシコ 一 9 49 1，221 36.7% 
パラグアイ 24 72 1，165 91.6% 13 70 1，196 87.1% 
ボリピア 5 35 496 69.0% 6 52 488 79.5% 
コロンピア 1 8 67 l 12 125 
ドミニカ 5 9 85 20.% 7 7 92 10.4% 
















basico de Japones (日伯文化連盟}が2蜘l弱程度の
学校で佼期されている。
ベルー




で"Milibro de japones(わたしのにほんごγ(ラ・ウニ 務の@i!!J(海m支持1者研修協会)、fにっぽんごかいわj
アルゼンチン オン}、5校でn二つ1:んこ・かいわJ(日{白文化述盟l).2:絞 (日f白文化巡盟)、Z校で・Milibro de japones (わたしの






































ブラジル "Cur却 basieode Japones" (Af白文化進1I).大学が独自に 販にほんご(C町田 deヒj連3po盟n}es)j--cuz羽 b俗i∞




ペルー f日本総初歩J(図際交流基金>.r日本Z!Iの穆袋J(海外妓術 初歩J(凶際交流~金)、 f新日本初の醤縫J(海外筏響研修協会)などを使fl. 術者h研修総会}、"Milibro de japon<ls (わたしのに
ほんご}‘{ラ・ウニオン)などを使JI.
re本r.if初歩J(凪際交流，港会)、 『新日本8&の~礎J(海外技
アルゼンチン術者研修悩会)、"Lecdon悶 practicasde japones (たのし 自作救uをflt!fl.
い日本語}・{日本スペイン也会}などを使用.
パラグ7イ 光村図書の凶1I教持管を使J1J.
一一--ー 光村m.殺背幽寂の図怨教将併のtま地""Lec∞位田ポリピγ praclicas de japon<ls (たのしい日本:Ii)・{日本スベインt.s会)などを使用.『新日本Eliの1;礎J(海外技術者研修協会}、f文化初級日本























調査年 初等・中等教育 高等教育 学校教育以外 合計
1990年 1 (0.5%) 5 (2.6%) 184 (96.8%) 190 (100%) 
機関数 1993年
1 (0.4%) 5 (1.8%) 2回 (97.8%) 274 (l∞%) 
1998年 17 (5.6%) 8 (2.6%) 279 (91.8%) 304 (1∞%) 
公)()3~ 37 (9.7%) 18 (4.7%) 327 (85.6%) 382 (1∞%) 
I的O年 1 (0.7%) 14 (2.4%) 557 (96.9%) 575 (1∞%) 
教師数
1993年 3 (0.3%) 19 (2.2%) 制6(97.5%) 868 (1∞%) 
1998年 43 (4.9%) 33 (3.8%) 796 (91.3%) 872 (100%) 
2003年 66 (5.9%) 64 (5.7%) 996 (88.5%) 1，126 (1∞%) 
19叩年 o (0.0%) 244 (1.6%) 14.657 (98.4%) 14，901 (100%) 
学習者数
1993年 130 (0.7%) 512 (2.8%) 17，730 (96.5%) 18，372 (100%) 
1998年 2，299 (13.8%) 785 (4.7%) 13.594 (81.5%) 16，678 (100%) 










15 近年の初等 ・中等教育機関における学管l者数激増は、 CEL'CELEM (淡6~~IO における日本総講座受締
者の議しい鳩加によるものであると曾う(阿脅~2∞6)。ブラジルの日本路公教育についてのデータは、肉際交









査によると、 1997年12月現在、公立校の外国語教育プログラム (CEL. CELEM)受講生のう























CEL (Centro de Estudos de L!n酔as:外問符センター)において19総年に、パラナ州では1989年に鮫置され
たCELEM(Centro de Lin即asEstrangeiras Modernas :現代外回路センタ-)において1鈎O年にB本m繊度
が開鮫された。 CELおよびCELEMについては、太田 (1鈎9)、渡辺・ }ψ(1鈎9)、Kishimoto(2001)など
を怠照。
17 私立校には、日本符学校から宛反して併認可を得て公教育機関になったものと、私立の公教育機関が日本
















(7) 2∞4年調査 r2004年度全伯日本穏学校要覧(1)(2) Jブラジル日本語センター 、2004年
(1) -(7)の調査報告により生徒総数における非日系人の占める割合を見ると、 (1)記載な
し、 (2)記餓なし(ただし、生徒の世代別人数の表中、「その他」として1.1%)、 (3)2.4% 



















































が9割以上を占めていたのが、 80年代あたりから徐々に 1世教師の割合が滅り始め、 (6)1997 




「全く 問題ない」が、日本語について f全 く問題ないJと答えたのは、 2iせ:20.6%、 3t世以














CELEM : 4，3% (404人中179人)である(渡辺 ・ー 申1鈎9)。























(スリーエーネットワーク)、“Novocurso basico de japones. (日伯文化連盟)、.japanese for Busy Pcople. 































(5) 1992年調査 京~a持図跨教科舎 (130校:40.7%) 、光村幽容歯務教科轡 (83校:26.0%) 、白伯文
化逮盟・Cursobasico de Japones. (8減交:25.7%)、日伯文化逮盟fにっぽんごかい
わJ(39.校:12.2%)、コロニア教科書(36校:11.3%)など。その他省略。 I





















ブー ム、 80年代後半以降始まるデカセギ現象は、このスタンスをさらに明確化させることとなった (森2∞6)。
33 これまで5回シンポジウムが聞かれており、報告書も刊行されている。第1図1978年開催:口伯文化巡盟
























































Kishimoto. Tizuko Morchida (2∞1) rブラジルにおける教育及び第二外国籍としての日本際教育Jr栓界の日
本総教育く日本務教育事情報告編>J6 
阿6尚久 (2飢渇)rブラジル日本語教育綴鋭Jr聞文学解釈と型utJ71・7
太国 手 (1997)r海外における日本儒教育の逮幾ーブラジルJr日本絡学J16-6 













森幸ー (2∞4)rブラジル日系人の 「日本節Jを巡る状況と言説ー 1908若手から1980年代末までーH大阪大学
大学院文学研究科紀要J44-2 
森幸一 (2∞6)rブラジルの日本人とH本館(教育)Jr図文学解釈と鑑賞J71・7
S島 幸一 (2007)r言語jをめぐる移民史ー ブラジル日系人の雪絡状況に関する民族誌的考祭Jr大阪大学21
世紀COEプログラム fインターフェイスの人文学J研究報告符2004・2∞6;:(J6巻:言語の接触と混交j
森脇干し;之(1鈎6)r今世紀のブラジルの日本籍教育一過去3聞のシンポジウムを視点に考えるJrブラジルにお
ける21倣紀の日本語を考える』日本訴普及センター
渡辺製版章子 ・ー 甲真由美エジナ(1999)rブラジルの日本誇教育をめぐる現状と展望Jr世界の日本語教脊〈
日本語教育事情報告編>J2 
、
一98-
